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12月
定例会

12月
臨時会

一般会計補正予算
（第３号）を否決

村長の給料月額減額の
条例改正を可決

3ヶ月間基本給の10％を減額！

　令和６年度湯川村一般会計補正予算（第３号）が提案されましたが、村長交
際費の増額の理由、ふるさと納税返礼品対応業務に係る村の対応、村道除雪委
託料の積算内容等について不適切な内容があるとの理由から、賛成者少数（賛
成３・反対５）で否決となりました。
　また、一般会計補正予算と関連があった、令和６年度湯川村下水道事業会計
補正予算（第２号）が撤回となりました。

　令和６年度湯川村ふるさと納税事業の事務手続きの不備や対応の遅れによ
り、寄附者からの不信感や、村の信用が著しく損なわれる等の混乱を招いたこ
との責任と、12月定例会における令和６年度湯川村一般会計補正予算（第３
号）に不適切な内容があり、否決となったことの責任として、「村長等の給与
及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について」が追加提案され、賛成
者多数（賛成４・反対３・欠席１）で可決となりました。
　これにより、令和７年１月分から令和７年３月分までの村長の給料につい
て、基本給の10％を減額とすることになりました。



児童の皆さんからいただいた感想文の一部を紹介します。

湯川村議会を傍聴して 
笈川小学校　６年　〔　中島　可子　〕
　私は、湯川村本議会を傍聴して思ったことが3つあります。
　1つ目は子ども議会との違いです。子ども議会では一般質問が1つだけでしたが本議会ではいくつも質問をしていて、質問する方も答える方も真剣に取り組んでいるのがわかりました。子ども議会とは空気が違うことに気がつきました。
　2つ目は教育長さんと議員さんのやりとりです。私が傍聴した時に小学校統合について話をしていました。そこでは、湯川村をよくしたいという思いが私たちにも伝わり、私たちも湯川村を良くするために何か取り組めることはないかと考えなければと感じました。
　3つ目は議員さんの質問についてです。1人の議員さんが１つの内容について約4つの質問をしていて、その多さにびっくりしました。湯川村にはこんなに改善することが多いということがわかりました。　本議会では、湯川村をどのようにしたら住みやすくなるかなどを考えて話し合われていることがわかりました。私たちも湯川村を良くするためにできることを探して取り組みたいと考えることができました。
　湯川村本議会を傍聴させていただき、ありがとうございました。

　12月17日に湯川村の議会見学に行きました。
　議会では株式会社会津のことや複合しせつの
進捗などについてや、湯川村の
アンケートの結果などについて話していまし
た。アンケートの質疑応答がとくに印象に残り
ました。理由は２つあります。
　１つ目はアンケートの回答率がすごく低かっ
たからです。アンケートはほとんどの人が回答
していると思っていたのですが、ぜんぜんちが
って、1883人中788人しかやってなくて、回答率
が約３分の１なのがすごくびっくりしました。
　２つ目はアンケートのことについてものすご
く議論していたことです。アンケートの結果の
報告について言い争っているように見えて、子
ども議会とはぜんぜんちがって、けんかをして
いるように見えました。これがふつうなんだと
思いました。真剣さを感じました。
　今回の議会見学で、これまで知らなかった湯
川の政治を知ることができたり、議会のふんい
きなどを学べたりしたので貴重な体験だったと
思います。

勝常小学校６年　〔　坂本　悠羽　〕

湯川村議会を傍聴して 
勝常小学校６年　〔　佐藤　朝日　〕

湯川村議会を傍聴して 

　ぼくは、12月17日に村で行われた議会を見学
しました。ぼくは議会を傍聴している間に２つ
気づいたことがあります。　１つ目は、声が大きくはきはきとしゃべって
いたので、話が頭に入りやすいなあと思ったこ
とです。
　２つ目は、アンケート調査をしていたことで
す。なぜ、アンケート調査がすごいと思ったか
というと、当たり前だけど調査を行ってそのア
ンケート調査を分析し、それにあった村の対策
を考えているからです。　このように、湯川村村議会を傍聴して様々な
貴重な体験をさせてもらいました。この体験を
生かして、中学校、高校の学習に生かしていき
たいと思いました。

笈川小学校　６年　〔　櫻井　晴　〕
湯川村議会を傍聴して 

　湯川村本議会では、始まる前は議員さん同士で

仲良く話していたけど、議会が始まると、一言も

喋らず、緊張する雰囲気が伝わってきて、見てい

る自分達も緊張してしまいました。

　子ども議会と違って、いろんな質問をしっかり

と述べ、答える側もしっかり的確に答えていて、

「さすが大人だなぁ」と感じました。

　もう一つ、子ども議会と違っていたのは、再度

質問が何回も繰り返されて、大人の議会は、聞い

たことをもとに、納得するまで質問を繰り返すの

だなと思いました。一人一人の質問の時間が長く

て、質問する方も答える方もどちらも大変だなと

改めて感じました。

　ぼくは、とても長くてずっと聞いているのが大

変でした。だけど、湯川村本議会では、議員さん

がぼくたち村民のために色々考えてくれているの

かと思うと、とてもありがたいです。

　湯川村本議会で、議員さんたちの話し合いの仕

方が、とても勉強になってよかったです。



第569回  12月定例会における議員の賛否の公表（12/13～12/18）

第570回  12月臨時会における議員の賛否の公表（12/26）

（湯川村議会基本条例第４条６項に基づき公表いたします。）

（湯川村議会基本条例第４条６項に基づき公表いたします。）

議案
番号

件　　　　　　　　　　　　　名 賛否

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

廣
川
文
夫

伊
藤
幸
喜

片
桐
英
子

三
澤
榮
三

篠
竹
正
弘

高
倉
好
博

斎
藤
賢
一

小
沢
甲
市

小
野
澄
雄

６１
専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度湯川村一般会計補正予算（専決第１号））

承認 ○ ○○○○○○○
議
長

６２ 令和６年度湯川村一般会計補正予算（第３号） 否決 ○×〇××○××
議
長

６３
令和６年度湯川村国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

可決 ○○○○○○○○
議
長

６４ 令和６年度湯川村下水道事業会計補正予算（第２号） 撤回 －－－－－－－－－

議員提出議案
第４号

福島県の自然と景観を過剰な再生エネルギー開発か
ら守るための法的な整備を求める意見書

可決 ○○○〇○○〇〇
議
長

議員提出議案
第５号

最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める
意見書

可決 ○○○○○○○〇
議
長

議案
番号

件　　　　　　　　　　　　　名 賛否

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

廣
川
文
夫

伊
藤
幸
喜

片
桐
英
子

三
澤
榮
三

篠
竹
正
弘

高
倉
好
博

斎
藤
賢
一

小
沢
甲
市

小
野
澄
雄

６５
議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例について

可決 〇 ○×○○○○○
議
長

６６
村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正す
る条例について

可決 〇○×○○○○○
議
長

６７
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

可決 〇○○○○○○○
議
長

６８ 令和６年度湯川村一般会計補正予算（第４号） 可決 〇○○○○○○○
議
長

６９
令和６年度湯川村国民健康保険特別会計補正予算
（第４号）

可決 〇○○○○○○○
議
長

７０ 令和６年度湯川村下水道事業会計補正予算（第３号） 可決 〇○○○○○○○
議
長

７１
令和６年度湯川村介護保険特別会計補正予算（第２
号）

可決 〇○○○○○○○
議
長

７２
村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正す
る条例について

可決 ×○○×○欠×○
議
長

＊「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「退」は退席、議長は議決に加わらないため議長裁決以外は「議長」と表記。



　湯川村議会では、信頼される議会を目指し、村民の意見や提言などを直接聴取する機会として

意見交換会を開催しております。

　コロナ禍の中止期間を経て、今年度は12月20日に『高校生世代』を対象として開催したとこ

ろ、高校１年生８名・３年生９名、計17名の参加をいただき、『湯川村の魅力や課題、今後期待

すること』をテーマに、高校生世代が感じている生の声を聞かせていただきました。

　また、同時に行った高校生とその保護者を対象とするアンケート調査に多数の回答をいただ

き、誠にありがとうございました。

　今回いただいた意見やアンケートは、内容を整理検討して、今後の議会活動に役立たせていた

だきます。



村
政
を
問
う

一
般
質
問

12
月
定
例
会

議
員

答
　

人
口
減
少
は
大
変
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て

お
り
、
令
和
７
年
度
は
結
婚
・

子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の
整

備
、
移
住
定
住
の
促
進
、
複
合

施
設
の
建
設
な
ど
を
重
点
項
目

と
し
て
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が

豊
か
で
希
望
が
持
て
る
村
づ
く

り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
は
「
第

五
次
湯
川
村
振
興
計
画
」
の
最

終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
施

策
ご
と
の
評
価
を
行
い
、
こ
れ

か
ら
の
10
年
間
を
ど
の
よ
う
に

運
営
し
て
い
く
か
を
慎
重
に
協

議
し
、
次
期
計
画
を
策
定
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
は
財
源
の
確
保

が
前
提
と
な
り
ま
す
の
で
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
的
に
発
展
可

能
と
な
る
安
定
し
た
財
政
運
営

を
続
け
る
た
め
に
、
現
在
の
事

業
内
容
や
補
助
金
制
度
な
ど
の

有
効
性
や
費
用
対
効
果
を
確
認

し
な
が
ら
、
歳
出
予
算
の
見
直

し
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

答
　

湯
川
村
消
防
団
の
定

数
は
２
２
０
名
で
、
現

在
の
団
員
数
は
１
７
６
名
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

団
員
不
足
は
全
国
的
な
問
題

で
あ
り
、
本
村
に
お
き
ま
し
て

も
団
員
の
確
保
は
年
々
難
し
い

状
況
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

村
と
し
ま
し
て
は
、
消
防
団

活
動
に
お
け
る
「
や
り
が
い
」

の
向
上
や
負
担
軽
減
の
た
め
に
、

団
員
の
処
遇
改
善
や
活
動
内
容

の
見
直
し
な
ど
消
防
団
本
部
と

協
議
を
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
改

善
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

答
　

消
火
栓
に
つ
き
ま
し

て
、
本
体
部
分
は
村
の

所
有
で
あ
り
ま
す
が
、
地
下
の

給
水
施
設
は
会
津
若
松
市
の
所

有
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
消
火
栓
の
使
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
会
津
若
松
市
水

道
局
と
の
協
議
に
よ
り
火
事
以

外
に
は
操
作
し
な
い
こ
と
と
し

て
お
り
、
そ
の
理
由
は
、
放
水

に
よ
る
急
激
な
水
圧
の
変
化
に

よ
り
濁
り
水
が
発
生
し
、
供
給

先
に
流
れ
出
る
と
い
う
影
響
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
で
あ

り
ま
す
。

答
　

現
在
、
秋
季
連
合
検

閲
に
つ
き
ま
し
て
は
、

会
津
坂
下
町
と
連
合
で
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
消
防
団
員
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
に
、
年
２
回
の

検
閲
を
１
回
に
す
る
動
き
や
、

検
閲
の
代
わ
り
に
実
働
的
な
訓

練
を
実
施
す
る
消
防
団
が
増
え

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
動
向
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
秋
季
検
閲
の
在
り

方
に
つ
き
ま
し
て
、
村
消
防
団

本
部
や
会
津
坂
下
町
消
防
団
と

協
議
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

【
教
育
長
答
弁
】

答
　

子
ど
も
た
ち
が
湯
川

村
の
施
策
や
村
づ
く
り

に
つ
い
て
関
心
を
深
め
、
村
へ

の
愛
着
心
や
誇
り
を
高
め
る
機

会
と
し
て
、
少
年
の
主
張
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
や
子
ど
も
議
会
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
意
見
や

提
言
は
、
子
ど
も
た
ち
な
ら
で

は
の
目
線
や
疑
問
な
ど
か
ら
出

さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
村
と
し

て
「
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
も
の
」

や
「
時
間
、
お
金
を
必
要
と
す

る
も
の
」
、
ま
た
「
実
現
が
難

し
い
も
の
」
な
ど
の
整
理
を
行

い
、
村
政
へ
の
反
映
に
つ
き
ま

し
て
は
、
「
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
子
ど
も
た
ち
の
願
い
に
答
え

ら
れ
る
か
」
の
視
点
で
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。上記ＱＲから

動画でご覧に
なれます。

伊
藤　

幸
喜

秋季消防検閲式秋季消防検閲式



村
政
を
問
う

一
般
質
問

12
月
定
例
会

議
員

答
　

農
業
従
事
者
の
高
齢

化
に
よ
る
作
業
負
担
等

の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
農

作
業
の
省
略
化
、
作
業
負
担
の

軽
減
を
目
標
に
、
湯
川
村
ス
マ

ー
ト
農
業
機
械
実
装
事
業
に
お

い
て
、
水
位
セ
ン
サ
ー
の
貸
出

事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

普
及
率
は
７
％
で
、
目
標
と
し

て
い
た
10
％
に
は
及
び
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
貸
出
者
数
は
農
業

者
26
名
と
協
議
会
１
組
織
で
、

貸
出
台
数
は
２
９
１
台
、
設
置

ほ
場
数
は
２
９
１
ヶ
所
で
あ
り

ま
し
て
、
多
く
の
農
家
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
田
管
理
に
係
る
作

業
時
間
の
軽
減
に
つ
き
ま
し
て

は
、
通
常
管
理
の
場
合
と
水
位

セ
ン
サ
ー
を
導
入
し
た
場
合
を

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
場
１
枚

に
係
る
平
均
の
見
回
り
回
数
は
、

31
％
の
減
少
と
い
う
結
果
に
な

り
、
目
標
に
掲
げ
た
作
業
時
間

の
軽
減
（
10
％
）
に
つ
い
て
は

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

答
　

本
村
の
農
業
者
数
は

年
々
減
少
し
て
お
り
、

加
え
て
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
ま

す
と
、
担
い
手
や
法
人
だ
け
で

な
く
、
中
小
の
個
人
農
家
も
含

め
農
業
関
係
者
全
体
で
本
村
の

美
田
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
化
し
た
農
家
に
と
っ
て

負
担
の
大
き
い
作
業
の
負
担
を

少
し
で
も
軽
減
し
、
農
業
を
継

続
し
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ
ま

で
実
証
し
て
ま
い
り
ま
し
た
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
技
術
の
活
用

を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
の
一
つ
で
あ

る
直
播
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
手
間
暇
が
か
か
る
育
苗

や
、
田
植
え
機
の
更
新
、
田
植

え
の
際
の
苗
運
び
と
い
っ
た
作

業
が
省
略
で
き
、
高
齢
農
家
で

あ
っ
て
も
無
理
な
く
田
植
え
ま

で
の
張
る
作
業
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
直
播
で
難
し
い
と
さ

れ
る
除
草
や
水
の
管
理
に
つ
い

て
も
、
水
位
セ
ン
サ
ー
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
何
時
で
も
水
田

の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
除
草
剤
を
散
布
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

【
教
育
長
答
弁
】

答
　

本
村
で
は
、
児
童
生

徒
の
体
力
向
上
の
た
め
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
全

員
が
行
う
「
新
体
力
テ
ス
ト
」

の
結
果
を
各
校
で
分
析
し
、
課

題
解
決
の
た
め
の
手
立
て
を
策

定
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
委
員

会
で
は
、
こ
の
取
組
を
確
実
に

実
施
す
る
よ
う
、
村
の
校
園
長

会
議
や
教
頭
等
合
同
会
議
な
ど

で
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

　

小
学
校
に
お
い
て
は
朝
の
時

間
を
利
用
し
た
マ
ラ
ソ
ン
や
サ

ー
キ
ッ
ト
運
動
、
縄
跳
び
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
２
校
合
同
で

実
施
し
て
い
る
マ
ラ
ソ
ン
記
録

会
に
向
け
て
持
久
力
の
向
上
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
全
生
徒
が
部
活

動
に
所
属
し
、
毎
日
熱
心
に
練

習
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
朝
も

生
徒
が
自
主
的
に
マ
ラ
ソ
ン
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

答
　

各
校
で
は
、
毎
年
児

童
生
徒
の
身
体
測
定
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

福
島
県
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し

た
「
令
和
５
年
度
学
校
保
健
統

計
結
果
」
と
比
較
し
ま
す
と
、

湯
川
村
の
児
童
生
徒
は
、
男
子

は
全
国
や
県
平
均
よ
り
身
長
・

体
重
と
も
に
下
回
っ
て
い
る
学

年
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
女
子
は
身
長
で
全
国
や

県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
学
年

が
多
く
、
体
重
に
つ
い
て
は
全

国
や
県
平
均
よ
り
も
下
回
っ
て

い
る
学
年
が
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

肥
満
傾
向
出
現
率
に
つ
き
ま

し
て
は
、
肥
満
度
20
％
以
上
は
、

男
子
で
小
学
１
・
４
・
６
年
生
、

中
学
１
・
２
年
生
で
全
国
平
均

を
上
回
り
、
女
子
で
は
小
学
３
・

５
年
生
と
中
学
２
年
生
が
全
国

平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
校
の
体
力
向
上
対

策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
村

保
健
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
な

が
ら
児
童
生
徒
の
健
康
増
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。上記ＱＲから

動画でご覧に
なれます。

高
倉　

好
博

水位センサー水位センサー



村
政
を
問
う

一
般
質
問

12
月
定
例
会

議
員

答
　

毎
年
、
湯
川
村
議
会

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

当
該
年
度
の
事
業
計
画
及
び
基

本
方
針
に
つ
い
て
、
報
告
議
案

と
し
て
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
12
期
の
基
本
方
針
は
、

・
湯
川
村
、
会
津
坂
下
町
の
地

域
振
興
を
図
る
こ
と
を
第
一
に

管
内
経
済
の
向
上
に
寄
与
す
る
。

・
わ
か
ち
あ
い
・
と
も
に
祝
う

手
づ
く
り
10
周
年
祭
を
企
画

し
、
感
謝
を
伝
え
る
。

・
一
人
で
も
多
く
の
お
客
様
、

会
員
、
従
業
員
に
感
謝
を
伝

え
、
さ
ら
に
信
頼
を
深
め
る
。

・
「
出
荷
す
る
の
が
楽
し
い
」

「
買
い
物
す
る
の
が
楽
し
い
」

道
の
駅
あ
い
づ
の
雰
囲
気
づ

く
り
以
上
４
点
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
計
画
に
つ
き
ま

し
て
は
、

・
販
売
を
通
じ
た
地
域
社
会
の

発
展
に
寄
与
。

・
安
心
安
全
な
品
質
管
理
。

・
地
元
業
者
と
の
連
携
に
よ
る

商
品
力
の
強
化
。

等
を
実
施
す
る
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。

答

10
周
年
記
念
祭
に
つ

き
ま
し
て
は
、
日
頃
か

ら
ご
愛
顧
を
い
た
だ
い
て
い
る

お
客
様
へ
の
還
元
と
し
て
長
期

間
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お

り
ま
し
て
、
最
終
的
な
報
告
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
報
告
が

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

　

相
乗
効
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
同
時
期
と
比
較
し
、
よ
り

多
く
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
湯
川
米

を
始
め
と
す
る
地
元
農
産
物
等

の
魅
力
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
広

く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

答
　

令
和
５
年
３
月
30
日

に
株
式
会
社
湯
川
会
津

坂
下
か
ら
湯
川
村
に
対
し
、
500

万
円
の
一
般
寄
附
金
（
内
訳
は

10
周
年
準
備
金
200
万
円
、
基
金

積
立
金
300
万
円
）
の
申
込
が
あ

り
ま
し
た
の
で
こ
れ
を
受
納
し
、

村
で
は
令
和
４
年
度
湯
川
村
一

般
会
計
補
正
予
算
（
専
決
第
１

号
）
と
し
て
500
万
円
の
う
ち
200

万
円
は
10
周
年
準
備
金
と
し
て

財
政
調
整
基
金
に
、
300
万
円
は

湯
川
・
会
津
坂
下
地
域
振
興
施

設
整
備
基
金
に
そ
れ
ぞ
れ
積
み

立
て
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

答
　

意
見
箱
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

（
事
務
室
）
前
の
カ
ウ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
お
り
、
何
時
で
も

ご
意
見
を
頂
戴
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
会
津
坂
下
町
、

指
定
管
理
者
で
あ
る
株
式
会
社

湯
川
会
津
坂
下
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、
地
域
振
興
施
設

の
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答
　

中
ノ
目
集
落
内
中
央

か
ら
国
道
に
通
ず
る
村

道
中
ノ
目
五
号
線
に
つ
き
ま
し

て
は
、
延
長
が
１
６
６
．
８
ｍ
、

幅
員
が
2.7
ｍ
か
ら
4.5
ｍ
と
狭
く
、

車
一
台
が
通
れ
る
ほ
ど
の
幅
員

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
拡
張
整
備
計
画
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
狭
隘
道
路
に

関
す
る
取
組
と
し
て
建
築
確
認

申
請
提
出
前
に
幅
員
４
ｍ
未
満

の
道
路
に
敷
地
が
接
し
て
い
る

場
合
、
建
築
基
準
法
第
42
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
道

路
協
議
を
行
い
、
道
路
の
中
心

線
か
ら
２
メ
ー
ト
ル
後
退
し
て

い
た
だ
き
用
地
を
譲
与
又
は
売

渡
し
の
承
諾
を
も
ら
う
取
組
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
用
地
を
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
場
合
に
は
、
後
退
用

地
に
あ
る
門
、
塀
等
の
障
害
物

の
撤
去
費
用
に
つ
い
て
50
万
円

を
限
度
額
と
し
て
助
成
金
を
お

支
払
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

村
道
の
補
修
に
つ
き
ま
し
て

は
、
区
や
村
民
の
方
か
ら
要
望

が
あ
っ
た
場
所
を
始
め
、
傷
ん

だ
舗
装
、
側
溝
等
の
補
修
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
パ
ト

ロ
ー
ル
等
で
傷
ん
だ
箇
所
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
簡
易
的
な
補

修
に
つ
い
て
随
時
職
員
で
対
応

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
安
全
・
安
心
な
交

通
を
確
保
す
る
た
め
道
路
の
維

持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。上記ＱＲから

動画でご覧に
なれます。

三
澤　

榮
三

道の駅あいづ10周年記念祭道の駅あいづ10周年記念祭



村
政
を
問
う

一
般
質
問

12
月
定
例
会

議
員

答
　

令
和
６
年
度
の
湯
川

村
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

に
つ
き
ま
し
て
、
返
礼
品
の
減

量
や
寄
附
金
の
返
還
の
対
応
を

取
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
態
を
招

い
て
し
ま
っ
た
要
因
は
、
村
の

事
務
処
理
に
お
け
る
判
断
や
対

応
の
遅
れ
に
よ
る
も
の
と
深
く

反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

今
年
の
コ
メ
価
格
の
値
上
が

り
幅
は
予
測
を
大
き
く
超
え
る

も
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
募

集
段
階
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
慣
例
的
な
事
務
処
理
の
も
と
、

調
達
価
格
が
確
定
し
て
い
な
い

中
で
募
集
を
始
め
た
こ
と
が
大

き
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
価
格
高
騰
の

兆
候
を
察
知
し
た
時
点
で
速
や

か
に
対
応
を
と
る
べ
き
で
あ
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
二
度
と
こ
の
様
な

こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
事

務
処
理
の
改
善
を
行
う
と
と
も

に
、
寄
附
者
の
皆
様
の
信
頼
回

復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答

10
月
９
日
に
返
礼
品

提
供
事
業
者
か
ら
提
供

価
格
の
見
積
書
の
提
出
を
受
け

ま
し
た
が
、
寄
附
額
の
３
割
を

超
え
る
価
格
で
あ
り
、
価
格
値

下
げ
の
交
渉
を
し
ま
し
た
が
、

基
準
の
３
割
を
大
き
く
超
え
る

価
格
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
総
務
省
自
治
税

務
局
市
町
村
税
課
長
通
知
「
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
の
適
正
な
運

用
に
つ
い
て
」
の
内
容
に
基
づ

き
対
応
を
検
討
し
、
県
や
総
務

省
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
調
達
費

用
を
基
準
内
と
す
る
以
外
に
方

法
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
数
量
の
変
更
に
よ

り
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
判

断
し
、
返
礼
品
の
数
量
を
10
㎏

か
ら
７
㎏
に
減
量
す
る
か
寄
附

金
の
全
額
を
返
金
す
る
か
の
、

ど
ち
ら
か
を
寄
附
者
の
方
に
選

択
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

答
　

株
式
会
社
湯
川
会
津

坂
下
か
ら
湯
川
村
に
対

し
、
一
般
寄
附
金
と
し
て
500
万

円
の
申
込
が
あ
り
、
内
訳
に
つ

き
ま
し
て
は
、
10
周
年
準
備
金

200
万
円
、
基
金
積
立
金
300
万
円

と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

答
　

村
で
は
、
こ
の
寄
附

を
受
納
し
、
令
和
４
年

度
湯
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
専
決
第
１
号
）
に
寄
附
者
か

ら
の
申
出
の
内
容
に
基
づ
き
ま

し
て
、
歳
入
の
一
般
寄
附
金
に

500
万
円
を
計
上
し
、
歳
出
の
財

政
調
整
基
金
元
金
積
立
金
に
200

万
円
、
湯
川
・
会
津
坂
下
地
域

振
興
施
設
整
備
基
金
積
立
金
に

300
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
年
の
９
月
定
例

会
に
お
き
ま
し
て
令
和
６
年
度

湯
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
の
中
で
、
道
の
駅

あ
い
づ
10
周
年
祭
負
担
金
150
万

円
を
歳
出
予
算
に
計
上
す
る
に

当
た
り
、
令
和
４
年
度
に
受
納

し
た
一
般
寄
附
金
を
財
源
と
し

て
充
当
す
る
た
め
、
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
を
歳
入
財
源
と
す

る
予
算
を
上
程
し
ま
し
た
が
、

当
該
財
源
の
充
当
は
、
道
の
駅

の
寄
附
と
し
て
適
切
な
会
計
処

理
で
は
な
い
と
の
御
指
摘
を
い

た
だ
き
、
負
担
金
の
財
源
に
つ

い
て
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
基
金

（
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
分
）
繰

入
金
を
充
当
す
る
こ
と
が
適
当

と
判
断
し
た
た
め
、
議
案
の
訂

正
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
当
該
事
案
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
株
式
会
社
湯
川

会
津
坂
下
代
表
取
締
役
か
ら
今

回
の
寄
附
受
入
に
関
す
る
一
連

の
事
務
処
理
に
つ
い
て
、
寄
附

の
本
意
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
適

正
か
つ
疑
念
を
抱
か
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
よ
う

確
認
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

斎
藤　

賢
一

ふるさと納税返礼品ふるさと納税返礼品



村
政
を
問
う

一
般
質
問

12
月
定
例
会

議
員

答
　

今
回
の
ふ
る
さ
と
納

税
に
関
す
る
一
連
の
事

態
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
の

多
く
の
寄
附
者
の
皆
様
に
対
し

て
、
返
礼
品
の
減
量
や
寄
附
金

額
の
返
還
の
対
応
を
取
ら
ざ
る

を
得
な
い
事
態
を
招
い
て
し
ま

っ
た
要
因
は
、
事
務
処
理
に
お

け
る
判
断
や
対
応
の
遅
れ
に
よ

る
も
の
と
深
く
反
省
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

米
価
の
高
騰
に
つ
き
ま
し
て

は
、
夏
場
以
降
、
報
道
な
ど
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
返
礼
品
提
供
事
業
者

か
ら
の
調
達
価
格
に
つ
い
て
は

大
変
危
惧
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
事
業
者
に
対
し
て

調
達
価
格
が
寄
附
額
の
３
割
以

内
に
な
る
よ
う
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
早
期
に
最
終
的
な
見

積
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う

連
絡
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
コ
メ
価

格
の
値
上
が
り
幅
は
、
予
想
を

大
き
く
超
え
る
も
の
で
あ
り
ま

し
た
が
、
米
の
価
格
高
騰
が
具

体
化
し
た
段
階
で
速
や
か
に
受

付
を
中
止
す
る
と
い
う
判
断
は

可
能
で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
事
態
に
つ
い

て
は
、
国
の
基
準
を
順
守
し
、

経
緯
と
対
応
方
法
に
つ
い
て
の

情
報
公
開
を
丁
寧
に
行
い
、
真

摯
に
対
応
す
る
よ
う
指
示
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

答
　

今
回
の
件
に
つ
き
ま

し
て
は
、
寄
附
者
の
皆

様
に
対
し
て
大
変
な
御
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
し
ま
い
、
ま
た
、

湯
川
村
に
対
す
る
信
用
を
損
な

う
よ
う
な
結
果
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
は
、
断
腸
の
思
い
で

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
お
詫
び
の

物
品
を
送
る
こ
と
は
、
そ
の
購

入
価
格
も
返
礼
品
の
調
達
価
格

に
含
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
ま

た
、
募
集
に
際
し
て
物
品
を
提

供
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
か
ね

な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
考
え
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

答
　

ふ
る
さ
と
納
税
業
務

に
つ
き
ま
し
て
は
、
総

務
課
政
策
財
務
係
が
担
当
し
て

い
る
業
務
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
事
案
及
び
対
応
に
つ

き
ま
し
て
は
、
庁
内
全
体
で
情

報
を
共
有
し
、
大
量
の
郵
便
物

の
発
送
な
ど
人
手
を
要
す
る
場

合
に
は
、
他
の
課
か
ら
の
応
援

を
受
け
な
が
ら
対
応
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
通
常
業
務
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
業
務
量
の
分
散
と
平

準
化
を
図
る
た
め
、
総
務
係
も

含
め
て
総
務
課
全
体
で
対
応
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

電
話
対
応
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
、
個
人
情
報
や
寄
附
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
の
作
業
と

な
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
特
定

の
職
員
が
対
応
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
可
能
な
限
り
課

内
で
分
担
し
て
対
応
し
て
お
り

ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
職
員
一
人
一
人
の
心

身
の
ケ
ア
に
十
分
配
慮
し
な
が

ら
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

答
　

冬
季
の
除
雪
事
業
は

大
変
重
要
な
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
村
内
の
主
要
道
路

や
通
学
路
、
歩
道
の
除
雪
体
制

を
整
え
、
住
民
生
活
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
に
除
雪
作
業
を

行
う
予
定
で
お
り
ま
す
。

　

市
販
除
雪
機
の
配
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
除
雪
体
制
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
住
民
の
安
全
・
安

心
確
保
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
運
用
す
る
人
員
体
制

を
始
め
、
対
応
す
る
た
め
の
除

雪
機
の
配
備
数
、
保
管
場
所
、

機
械
の
運
搬
、
保
険
、
事
故
及

び
故
障
等
の
対
応
、
燃
料
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
維
持
管
理
費

も
発
生
す
る
こ
と
か
ら
今
後
、

調
査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

篠
竹　

正
弘

今年の除雪風景今年の除雪風景



村
政
を
問
う

一
般
質
問

12
月
定
例
会

議
員

【
教
育
長
答
弁
】

答
　

今
年
度
よ
り
、
司
書

の
資
格
を
お
持
ち
の
方

を
図
書
支
援
員
と
し
て
採
用
し
、

週
４
日
、
１
日
６
時
間
勤
務
で
、

村
内
小
中
学
校
３
校
の
学
校
図

書
室
、
幼
稚
園
、
ユ
ー
ス
ピ
ア

の
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
司
書
業
務

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

業
務
内
容
は
、
図
書
の
発
注

及
び
受
け
入
れ
か
ら
、
分
類
、

目
録
作
成
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、

貸
出
業
務
な
ど
を
専
門
的
に
行

い
ま
す
。
夏
休
み
ま
で
は
、
各

学
校
の
要
望
に
応
じ
た
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
２
学
期
か

ら
は
湯
川
中
学
校
の
学
校
図
書

室
の
環
境
整
備
を
重
点
的
に
行

っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
今
回
、
諸
事
情
に
よ

り
退
職
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

代
わ
り
の
司
書
有
資
格
者
を
募

集
し
た
の
で
す
が
、
応
募
が
な

い
た
め
、
司
書
の
資
格
の
な
い

方
で
も
図
書
室
の
整
備
や
読
書

活
動
の
推
進
に
関
心
や
見
識
が

あ
る
方
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

適
し
た
方
が
み
つ
か
り
ま
し
た

の
で
、
今
年
度
末
ま
で
の
会
計

年
度
任
用
職
員
と
し
て
採
用
し

て
お
り
ま
す
。

　
　

【
教
育
長
答
弁
】

答
　

給
食
費
無
償
化
の
対

象
者
は
、
実
施
要
項
に

あ
る
と
お
り
「
村
立
小
・
中
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
」
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
御
家
庭
ご
と
の

様
々
な
理
由
や
事
情
、
考
え
等

が
あ
っ
て
、
村
外
の
小
・
中
学

校
に
通
学
し
て
い
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
が
、
給
食
費
の
無
償
化

の
条
件
は
、
「
湯
川
村
に
住
所

が
あ
る
こ
と
」
と
「
湯
川
村
立

の
小
・
中
学
校
に
通
学
し
て
い

る
こ
と
」
の
２
つ
で
あ
る
こ
と

を
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

村
外
通
学
者
も
村
民
で
す
。

子
育
て
支
援
と
し
て
の
無
償
化

は
等
し
く
受
け
る
権
利
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

答
　

通
い
の
場
の
活
動
は
、

健
康
づ
く
り
や
生
き
が

い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
健

康
維
持
や
介
護
予
防
に
資
す
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

通
い
の
場
は
、
高
齢
者
を
中
心

と
し
た
地
域
の
住
民
が
集
い
、

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
場
で
あ

る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
時
に

担
い
手
と
な
り
、
時
に
支
え
ら

れ
る
立
場
と
な
り
な
が
ら
活
躍

で
き
る
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
と
い
う

観
点
か
ら
も
重
要
な
取
組
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
33
集
落
中
23
の
団
体

で
実
施
し
て
お
り
、
年
間
の
活

動
内
容
は
、
実
施
団
体
が
主
体

的
に
計
画
し
、
運
営
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
フ
レ
イ
ル
予

防
、
メ
タ
ボ
対
策
と
し
て
、
各

集
落
と
は
別
の
活
動
と
し
て
、

村
体
育
館
を
利
用
し
週
1
回
運

動
が
で
き
る
「
通
い
の
場
」
と

し
て
「
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
教
室
」
を
開
催
し
て
お
り
、

効
果
も
出
て
お
り
ま
す
。

答
　

現
在
村
で
は
、
「
日

常
生
活
用
具
給
付
等
事

業
」
に
お
い
て
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
等
で
常
時
注
意
を

要
す
る
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を

推
進
し
、
高
齢
者
の
不
安
解
消

と
日
常
生
活
の
安
全
確
保
を
図

っ
て
お
り
12
名
の
方
が
利
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
通
信
機
能
を
搭
載
し

た
「
み
ま
も
り
電
球
」
に
つ
い

て
も
購
入
・
設
置
費
の
全
額
助

成
を
行
っ
て
お
り
、
要
件
や
助

成
対
象
の
機
器
等
に
つ
い
て
現

在
も
継
続
し
て
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
の
民
生
児
童
委

員
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
民
間
事
業

者
等
の
関
係
者
が
連
携
・
協
力

し
、
見
守
り
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
の
把
握
や
定
期
的
な
訪
問

等
を
行
い
な
が
ら
、
安
否
確
認

や
孤
独
の
解
消
を
図
る
と
と
も

に
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

片
桐　

英
子

ユースピアの図書コーナーユースピアの図書コーナー

無償化された学校給食無償化された学校給食



村
政
を
問
う

一
般
質
問

12
月
定
例
会

議
員

答
　

現
時
点
に
お
い
て
は
、

代
表
取
締
役
１
名
と
常

勤
に
近
い
臨
時
職
員
１
名
に
よ

る
２
名
体
制
で
、
農
繁
期
に
は
、

必
要
に
応
じ
臨
時
職
員
を
雇
用

し
て
お
り
ま
す
。

　

湯
川
フ
ァ
ー
ム
と
現
状
の
課

題
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行

い
、
一
番
の
課
題
に
上
が
っ
た

の
が
人
員
不
足
に
関
す
る
問
題

で
す
。
村
と
し
て
は
、
職
員
の

採
用
に
つ
い
て
協
力
し
て
い
く

こ
と
を
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
分
野
に
お
け
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
先
ず
湯

川
フ
ァ
ー
ム
で
実
務
研
修
を
受

け
基
礎
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら

い
、
協
力
隊
の
卒
業
後
は
湯
川

フ
ァ
ー
ム
の
社
員
や
本
村
の
担

い
手
農
業
者
と
し
て
活
躍
し
て

欲
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
　

現
在
、
新
た
な
候
補

地
を
含
め
て
建
設
内
容

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
令
和
10
年
４

月
に
開
所
で
き
る
よ
う
様
々
な

諸
条
件
に
つ
い
て
確
認
す
る
と

と
も
に
、
施
設
の
機
能
や
諸
室

の
要
件
の
整
理
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

答
　

地
方
自
治
法
98
条
に

お
い
て
、
地
方
公
共
団

体
の
議
会
は
、
当
該
団
体
の
事

務
に
関
す
る
書
類
及
び
計
算
書

を
検
閲
し
、
報
告
を
請
求
し
て
、

当
該
事
務
の
管
理
、
議
決
の
執

行
及
び
出
納
の
検
査
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
監

査
委
員
に
対
し
当
該
団
体
の
事

務
に
関
す
る
監
査
を
求
め
、
監

査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
権
限
は
、
議
会
に
認
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
行

使
の
た
め
に
は
、
議
決
を
要
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

議
員
活
動
に
お
き
ま
し
て
行

政
各
般
に
わ
た
り
資
料
収
集
を

中
心
と
し
た
調
査
活
動
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
承
知
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
村
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
議
員
か
ら
資
料

の
請
求
が
あ
っ
た
際
に
は
、
可

能
な
限
り
対
応
し
て
お
り
ま
す

が
、
非
公
開
の
資
料
な
ど
、
案

件
に
よ
り
ま
し
て
は
提
供
で
き

な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

御
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

【
教
育
長
答
弁
】

答
　

教
育
委
員
会
で
は
、

「
湯
川
村
の
小
学
校
の

『
あ
る
べ
き
姿
』
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
、
「
中
学
生

以
上
の
村
民
の
方
を
対
象
に
し

た
も
の
」
と
「
小
学
校
３
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
を
対
象
に
し

た
も
の
」
の
２
つ
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
は
、
現
在
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

答
　

「
中
学
生
以
上
の
村

民
の
方
」
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
率
は

「
29
．
６
％
」
で
あ
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
１
，
８
７
３
人
の

方
は
ア
ン
ケ
ー
ト
未
回
答
と
な

り
ま
し
た
が
、
一
般
的
に
実
施

さ
れ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

収
率
と
し
て
、
十
分
活
用
で
き

る
も
の
と
判
断
し
て
お
り
、
未

回
答
の
皆
様
が
、
「
無
関
心
」
、

ま
た
は
「
反
対
」
と
い
っ
た
わ

け
で
は
な
い
も
の
と
と
ら
え
て

お
り
ま
す
。

　

「
小
学
校
の
あ
る
べ
き
姿
検

討
委
員
会
」
に
お
い
て
も
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
尊
重
し
協
議

を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

答
　

「
中
学
生
以
上
の
村

民
の
方
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
統
合
が

望
ま
し
い
と
回
答
し
た
割
合
が

多
数
だ
っ
た
の
に
対
し
、
「
小

学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
は
、
統
合
を
望
ま
な
い
と
の

回
答
が
多
数
と
な
り
、
異
な
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
数
値

だ
け
を
見
て
、
判
断
す
る
の
で

は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
願
い

や
気
持
ち
に
真
摯
に
応
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
よ
り
良
い
教
育
環
境
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。上記ＱＲから

動画でご覧に
なれます。

廣
川　

文
夫



村
政
を
問
う

一
般
質
問

12
月
定
例
会

議
員

答
　

令
和
６
年
産
米
の
価

格
は
異
常
な
高
騰
を
示

し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
Ｊ
Ａ

の
買
取
価
格
に
も
現
れ
て
お
り
、

途
中
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
１
８
，

０
０
０
円
か
ら
２
１
，
６
０
０

円
に
、
備
蓄
米
に
お
い
て
も
１

３
，
４
０
０
円
か
ら
１
５
，
０

０
０
円
に
そ
れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

一
般
米
と
備
蓄
米
と
の
価
格

差
を
見
る
と
開
き
が
あ
り
、
需

給
調
整
に
大
き
な
影
響
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

村
と
し
ま
し
て
は
、
備
蓄
米

や
飼
料
用
米
制
度
等
は
国
の
制

度
で
あ
る
た
め
、
東
北
農
政
局

の
職
員
が
来
庁
さ
れ
た
際
に
は
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
お
伝
え
し
、

対
応
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
月
、
本
県
選
出
国

会
議
員
が
来
庁
さ
れ
た
際
に
も
、

こ
の
問
題
を
お
伝
え
し
、
対
応

を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
村
独
自
の
需
給
調
整

対
策
と
し
て
本
年
度
も
備
蓄
米

や
飼
料
用
米
に
対
す
る
定
額
補

助
は
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。

答
　

今
シ
ー
ズ
ン
の
降
雪

情
報
は
、
平
年
並
み
か

多
く
な
る
予
報
で
あ
り
ま
す
。

　

防
雪
柵
設
置
・
撤
去
委
託
作

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
３

年
度
ま
で
村
直
営
で
作
業
を
行

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
４

年
度
か
ら
作
業
員
の
高
齢
化
等

に
伴
い
人
員
確
保
が
難
し
い
た

め
業
者
委
託
に
変
更
し
防
雪
柵

の
設
置
・
撤
去
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
狭
隘
道
路
の
除
雪
作

業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
令
和
３

年
度
ま
で
集
落
の
皆
様
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
、
村
が
ト
ラ
ク

タ
ー
を
借
り
上
げ
て
除
雪
を
行

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
高
齢
化

に
伴
う
人
手
不
足
や
安
全
面
等

を
考
慮
し
、
令
和
４
年
度
か
ら

民
間
業
者
に
作
業
委
託
し
て
除

雪
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

除
雪
作
業
等
を
委
託
す
る
各

自
治
体
で
は
高
齢
化
等
に
よ
る

担
い
手
不
足
で
請
負
業
者
と
の

契
約
が
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
、

今
ま
で
ど
お
り
の
民
間
委
託
と

す
る
か
村
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

確
保
し
除
雪
機
械
を
リ
ー
ス
し

て
直
営
で
除
雪
事
業
を
行
う
か
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
が
冬
道
を
安

全
・
安
心
に
通
行
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

小
沢　

甲
市

地吹雪を防ぐ防雪柵地吹雪を防ぐ防雪柵

狭隘道路の状況狭隘道路の状況



第
３
回
子
ど
も
議
会

開
催
に
つ
い
て

　

７
年
前
、
湯
川
村
合
併
60
周

年
記
念
行
事
と
し
て
、
小
・
中

学
生
に
よ
る
子
ど
も
議
会
が
初

め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
議
会
は
、
村
の
現
状
や
将
来

に
目
を
向
け
、
課
題
を
設
定
し

解
決
策
を
模
索
し
ま
す
。
こ
の

事
は
民
主
国
家
に
生
き
る
我
々

に
、
必
要
な
資
質
を
育
て
る
事

に
繋
が
り
ま
す
。
関
係
者
の
方

の
負
担
は
増
え
ま
す
が
、
毎
年

実
施
し
て
欲
し
い
と
希
望
し
ま

し
た
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
小
学
生
だ
け
で
し

た
が
昨
年
よ
り
実
施
さ
れ
、
今

年
は
小
・
中
学
生
参
加
の
第
３

回
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
毎
年
開
催
と
な
れ
ば

児
童
生
徒
の
村
に
対
す
る
問
題

意
識
も
育
ま
れ
る
だ
ろ
う
し
、

村
当
局
も
村
政
運
営
の
参
考
に

な
り
ま
す
。

　

更
に
、
Ａ
Ｉ
時
代
を
生
き
る

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
達
に
と
っ

て
、
課
題
を
見
つ
け
解
決
の
道

筋
を
見
つ
け
る
と
い
う
能
力
は

必
要
だ
と
思
う
し
、
子
ど
も
議

会
は
そ
の
能
力
を
育
て
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
の
初
当
選
以
来
、

12
年
を
超
え
る
期
間
、
湯
川
村

議
会
議
員
と
し
て
、
全
て
の
村

民
が
笑
顔
の
絶
え
な
い
毎
日
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
教
育
・
地

域
経
済
・
福
祉
政
策
を
推
進
し
、

村
の
振
興
と
発
展
の
た
め
、
日

々
職
務
を
全
う
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

私
た
ち
受
賞
者
は
、
今
日
の

感
激
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
ま

た
受
賞
し
た
表
彰
に
恥
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

湯
川
村
の
更
な
る
発
展
に
貢
献

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。



　

去
る
11
月
21
日
～
23
日
、
富

山
県
の
自
治
体
で
行
政
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

朝
日
町
は
富
山
県
の
東
端
に

位
置
す
る
町
で
、
海
抜
０
メ
ー

ト
ル
の
ヒ
ス
イ
海
岸
か
ら
標
高

３
，
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
北
ア

ル
プ
ス
朝
日
岳
な
ど
、
自
然
に

恵
ま
れ
た
町
で
す
。

　

朝
日
町
総
合
戦
略
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は

で
、

と
危
機
感
を
持
ち
、
変
革
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

目
標
に
掲
げ
て
い
る
『
子
育

て
日
本
一
の
ま
ち
』
、
『
移
住

定
住
の
促
進
』
、
『
企
業
誘

致
』
は
、
他
の
自
治
体
で
も
よ

く
目
に
す
る
も
の
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
、
と
て

も
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

　

例
え
ば
、
『
お
う
ち
で
子
育

て
応
援
事
業
』
は
、
自
宅
で
子

育
て
を
す
る
場
合
、
生
後
６
か

月
～
２
歳
の
誕
生
日
ま
で
月
額

６
万
円
支
給
、
２
歳
の
誕
生
日

翌
月
～
３
歳
の
誕
生
日
ま
で
月

額
３
万
円
を
支
給
し
、
家
族
が

愛
情
を
持
っ
て
子
育
て
す
る
こ

と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
始
め
て
か
ら
各
家

庭
で
の
子
育
て
が
増
え
、
町
の

補
助
金
額
は
増
加
し
ま
し
た
が
、

保
育
所
の
該
当
ク
ラ
ス
へ
の
入

所
数
が
減
り
人
件
費
等
が
削
減

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
ー

タ
ル
で
は
経
費
削
減
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

先
日
、
富
山
県
舟
橋
村
へ
合

同
常
任
委
員
会
で
県
外
行
政
視

察
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

舟
橋
村
は
、
面
積
が
日
本
で

一
番
狭
い
自
治
体
で
３
．
47
㎢

と
全
国
で
最
も
小
さ
い
自
治
体

で
、
本
村
の
約
５
分
の
１
の
面

積
で
あ
り
ま
す
。

　

村
全
体
で
人
口
減
少
対
策
に

取
り
組
み
、
平
成
12
年
で
は
、

２
，
１
５
３
人
の
人
口
に
対
し

て
現
在
は
３
，
９
０
０
人
と
増

加
率
全
国
２
位
に
な
る
な
ど
世

帯
数
と
も
に
大
幅
に
増
加
が
続

い
て
い
る
自
治
体
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
大
き
な
要
因
は
、
近
隣

の
市
、
町
に
近
距
離
で
通
勤
で

き
る
本
村
と
似
た
恵
ま
れ
た
地

理
条
件
を
活
か
し
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
住
宅
造
成
が
図
ら
れ

て
来
た
結
果
、
人
口
増
に
つ
な

が
り
又
、
企
業
も
自
然
と
、
人
、

土
地
を
求
め
て
集
ま
っ
て
来
て

い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
子
育
て
共
助
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
若
い
世
代

が
休
日
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
公
園
づ
く
り
に
も
力
を

入
れ
「
月
イ
チ
園
む
す
び
」
と

銘
打
ち
子
供
達
や
保
護
者
の
ア

イ
デ
ア
を
取
り
上
げ
多
く
の
親

子
連
れ
を
呼
び
込
む
為
、
毎
月

公
園
で
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
し
た

結
果
、
若
者
た
ち
が
増
え
続
け
、

魅
力
あ
る
村
づ
く
り
が
人
口
増

に
つ
な
が
っ
た
と
説
明
を
伺
っ

て
き
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
問
題
は
あ
ら
ゆ
る

業
種
や
民
間
企
業
の
将
来
を
左

右
す
る
大
き
な
課
題
。
10
年
後

20
年
後
を
見
据
え
た
人
口
減
少

対
策
を
、
地
の
利
を
活
か
し
た

村
独
自
の
対
策
が
必
要
と
思
わ

れ
た
行
政
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。
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